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■多くの皆さんのご協力で
　早期ワクチン接種が実現
　市が５月から進めてきた新型コロナウ
イルスワクチンの集団接種について、８
月末をもって希望者への２回目の接種を
終了しました。医師会や病院のスタッフ
の皆さん、ボランティアなど多くの方々
のご協力で、早期のワクチン接種を実現
することができました。関係者の皆さ
ん、そして接種にご理解を頂いた市民の
皆さん、有難うございました。
　９月12日時点の接種率は80.24%（住
民基本台帳の全人口に基づく）で、全国全ての
市に東京23区を加えた815団体の中で、最も高
くなっています。

■今後も感染予防にご協力を
　新型コロナウイルス感染症の陽性患者の接種
状況を分析すると、ワクチンの高い効果が推察
されます。ただし、２回目の接種が終わってい
る方の感染が確認されていることも事実です。
県内では接種対象ではない児童・幼児世代の感
染例が増えています。子どもたちを守るために

も、引き続き感染対策をお願いします。
　なお、集団接種が終了した後も、フォロー
アップ接種を実施しており、今後も未接種の方
が接種できる機会を設けるよう調整中です。日
程などが決まりましたら、市ホームページなど
でお知らせします。
問合せ　市新型コロナウイルスワクチン接種
　　　　コールセンター
　　　　☎ ０ １ ２ ０（２ ６ ８）２ ３ ７
受付時間　平日９時～19時、
　　　　　土日祝日９時～18時

皆さんのご理解とご協力で
新型コロナワクチンの接種が進みました
全国の市と東京23区の中で接種率トップ

新しい働き方講座
　市では、新しい働き方講座を開催します。イ
ンターネットを活用して、時間や場所を選ばず
に働ける「クラウドソーシング」について学び、
実際に簡単な仕事にチャレンジします。
　２回１セットの講座で、同じ内容で年３回開
催します。
　子どもを見守るスタッフがいますので、お子
さん連れでの参加もできます。
と　き　①11月10日㈬、24日㈬
　　　　②12月８日㈬、22日㈬
　　　　③令和４年２月２日㈬、16日㈬
　　　　※全て10時～正午

ところ　マチ・ヒト・シゴトの結び場 ＮＡ  ＲＵ 
な る

講　師　平成30年度新しい働き方講座卒業生・
フリーランス　髙橋　 慶 

ち

 香 氏
か

定　員　各回20人程度（抽選）
持参物　パソコン
申込期限　①11月３日㈷、②12月１日㈬、
　　　　　③令和４年１月26日㈬
申込方法　ＮＡＲＵホームページ
問合せ　商工労政課☎㉔５３４６



 市では、令和４年１月からプラスチック製容器包装の分別収集を始める予定
です。詳細は今後、チラシやホームページなどでご案内します。

問合せ　生活環境課☎㉔５２３１

　わたしたちの街・南相馬を、いつまでもきれいで住みよい街にするために、ごみ減量
について考えてみませんか。

　福島県は、令和元年度の人口１人当たりのごみ排出量・リサイクル率が全国ワースト２位となってい
ます。県内市町村で見てみると、本市は、１人当たりのごみ排出量が９番目に多い自治体です。
　市では令和２年度に約２万１千トンの燃えるごみを処理しましたが、ごみの内訳では紙・布類
（41.3％）が最も多く、ビニール・合成・ゴム・皮革類（25.6％）、生ごみ（13.5％）と続きます。
　ごみ減量のためには、ごみを正しく分別し、リサイクルできるものをリサイクルすることが大切で
す。今回は、このうち今日からでも取り組める紙と生ごみの減量方法をお伝えします。

紙
ごみ

　紙１枚は数グラムでも、集まれば何千トンにもなります。１枚でも簡単
に捨てないで、リサイクルしましょう。使用済みの雑がみは、紙袋など紙
製の入れ物にまとめてひもで縛れば、そのまま集積所などに出せます。

　食品ロスを防ぐため、買い過ぎ・作り過ぎに注意しましょう。水分が約
４割を占める生ごみは、捨てる前にひと絞りして水分を切りましょう。廃
棄する食品は生ごみ処理容器などで堆肥化しましょう（生ごみ処理容器設置
報奨金制度をご活用ください）。

　名前などが入って処分に困る名刺やはがきをリサイクルします。
回収箱設置場所　市役所本庁舎１階、小高区と鹿島区の各区役所１階

生
ごみ

１月からプラ製容器包装のリサイクル開始

名刺・はがきのリサイクル

市ごみ減量
ガイドブック

市ごみ分別
アプリ

市ホームページごみ・
リサイクル事典

ごみ減量とリサイクルで
南相馬をもっと住みよい街に

予告

県と市の現状

今日からできる　紙ごみ・生ごみの減量

詳しいリサイクル方法はこちら
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食生活改善推進員おすすめ

マタニティ
ファミリーセミナー

問合せ　健康づくり課☎㉓３６８０

マタニティ
ファミリーセミナー
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2,056人
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保健センター保健センターから保健センターから

こんにちはこんにちはこんにちはこんにちは

10月は集中キャンペーン月間

　10月は、厚生労働省が定めた「がん検診受診率50％達成
に向けた集中キャンペーン月間」です。市では１月ごろ、が
ん検診を含む各種健（検）診申込書を発送する予定です。年に
１回は必ず、健（検）診を受けましょう。

「がんなんて他人事？」ではありません

　がんは我が国の死因の第１位であり、県内でも昭和59年
以来、死因の第１位となっています。本市でも、死因の第１
位はがんです。
　がんは、年齢に伴って発症率が高くなります。高齢化率が高くなっている今、２人に１人が
生涯において一度はがんにかかるといわれており、誰でもかかる可能性のある病気になってい
ます。

２人に１人はがんになる時代

受けよ受けよう がん検診う がん検診受けよ受けよう がん検診う がん検診受けよう がん検診

○喫煙者の方は卒煙を
　たばこは肺がんだけでなく、胃が
んや子宮頸がんなど、多くのがんの
リスクを高めます。

○適度な運動
　歩行またはそれと同等以上の強さ
の身体活動を、１日60分行いましょ
う。身体活動量を保つことは、健康
で長生きするための鍵です。

○定期的ながん検診の受診
　定期的に受診し、早期発見・早期
治療することが重要です。

けい

がんを予防するための
生活習慣

１回受ければ安心…は間違い！

検 診 を 受 診

要　精　検

精密検査を受診

がん発見 異常なし

治  療 次回も検診を受けましょう

異常なし

「要精検」は早期発見の
チャンスです。必ず精密
検査を受けましょう。

がん検診を定期的に
受診しましょう
がん検診を定期的に
受診しましょう
がん検診を定期的に
受診しましょう

悪性新生物
（がん）
25％

悪性新生物
（がん）
25％

悪性新生物
（がん）
25％

主要死因別
死亡数割合

福島県
平成30年（　　　） 心疾患

17％
心疾患
17％
心疾患
17％

脳血管
疾患
９％

脳血管
疾患
９％

脳血管
疾患
９％

老衰
９％
老衰
９％
老衰
９％

その他
40％
その他
40％
その他
40％
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地地域医療提供体域医療提供体制制
整整備事業補助備事業補助金金

　市では、市内に不足する診療科の診療を新た
に始める医師・医療法人に、開設や大規模改修
などにかかる費用の一部を助成します。全ての
条件など詳細は市ホームページでご確認くだ
さい。
　事業着手前に申請してください。既に購入し
たものについては申請対象外ですのでご注意
ください。

■不足する診療科を開設する場合
募集診療科　小児科、産科、皮膚科など
対　象（条件の一部）
　市内に診療所などを開設し、継続して10年以
上診療する見込みがあること
補助対象経費
　医療に必要な建物の取得費や施設の開設、大
規模改修費、医療行為に直接必要な委託料や医
療機器などの購入費
補助率　補助対象経費の合計額の２分の１
　　　　（上限5,000万円）

■既設診療所などが医療機器など
　を更新する場合
募集診療科　医科全般
交付対象者（条件の一部）
　市内で継続して10年以上診療していること
補助対象経費
　耐用年数を超えた医療行為に直接必要な医
療機器などの更新経費
補助率　２分の１（上限500万円）

■共通事項
募集期間　10月１日～令和４年３月31日㈭
応募先・問合せ　健康づくり課☎㊹２１２２

個人積算線量計 個人積算線量計 のの
ガ ラ ス バ ッガ ラ ス バ ッ ジジ

返却をお忘れな返却をお忘れなくく
　７月から測定していたガラスバッジは９月
末で測定が終了しました。
　まだ返却していない方は、送付済みの返却用
封筒にガラスバッジを入れて、10月13日㈬まで
に返却してください。
問合せ　健康づくり課☎㊹２１２１

　市では、妊婦とご家族の皆さんが、安心して妊娠
期間を過ごし、出産後も楽しく子育てが出来るよう
にセミナーを実施しています。
　つわりなどが落ち着き、体調が安定した時期から
の参加をおすすめします。事前にお申し込みのう
え、ご参加ください。

○出産・栄養編
と　き　11月10日㈬10時～11時30分
　　　　（受付９時45分～）
内　容　お産の進み方、妊婦体操、妊娠中の食生活
定　員　15人（先着順、妊婦の方のみ）

○育児編
と　き　12月５日㈰９時30分～11時30分
　　　　（受付９時15分～）
内　容　赤ちゃんのお風呂の入れ方、育児体験、
　　　　妊婦体験
定　員　15組（先着順）

■共通事項
ところ　原町保健センター
持参物　母子健康手帳、飲み物
申込方法　電話、窓口
問合せ　健康づくり課☎㉓３６８０

大大腸がん検腸がん検診診
採採便容器の返便容器の返却却

　市では、令和３年度の大腸がん検診申込者にお配
りした検査容器を回収しています。
　検査容器は未開封のものに限ります。ご協力をお
願いします。
回収先　各区の保健（福祉）センター
返却期限　10月29日㈮
問合せ　健康づくり課☎㉓３６８０
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携帯電話用
ホームページ
ＱＲコード

中央図書館
☎○７７８９
小高図書館
☎○１０１１
鹿島図書館
☎○５１１６

23

66

46

図書館
Lib

raryLib
raryL yyyyyyyyyyyyyLL yyyyyyyyy 10月のお休み

◆中央図書館◆

◆小高図書館◆

◆鹿島図書館◆

毎週月曜

1月20日㈪～24日㈮

 ● 新型コロナウイルス感染症の状況によっては実施できない場合があります。
 ● 参加される方はマスクの着用、手指の消毒をお願いします。イベントについて

図書館バッグ作り教室
　図書館へ来るのが楽し
くなるバッグを作ってみ
ませんか。
　専用のクレヨンで
描いた絵柄をアイロ
ンで定着させ、オリ
ジナルのバッグを作
ります。

と　き　10月23日㈯
　　　　①10時～11時30分
　　　　②14時～15時30分
ところ　中央図書館
　　　　１階クラフトルーム
対　象　①就学前のお子さん
　　　　　（保護者同伴）
　　　　②小学１～６年生
定　員　各回10人（先着順）
参加費　300円
申込方法　受付カウンター、電話
申込開始日　10月７日㈭～

古  本  市
　古くなった雑誌や、捨てるにはもったい
ない本を提供する古本市を開催します。今
年度も新型コロナウイルス感染予防対策の
ため、事前申込制とします。
　図書館からは、保存年限を超えた雑誌や
除籍になった一般書、児童書などを出品し
ます。出品されたものは全て無料で持ち帰
ることができます。
　当日はマイバッグをお持ちください。

と　き　11月６日㈯、７日㈰　
　　　　①９時30分～正午
　　　　②13時～17時
ところ　市民情報交流センター
　　　　１階中会議室、２階大会議室
　　　　マルチメディアホール
定　員　各日100人(先着順)
申込方法
　受付カウンター、電話、
　メール（toshokan@city.minamisoma.lg.jp）
申込開始日　10月12日㈫～

　捨てるにはもったいないという本をお持ちの方
はぜひ図書館までお持ちください。提供いただい
た本はお返しできませんのでご了承ください。
募集期間　10月１日～11月４日㈭
冊　数　一人10冊まで

不要な本を募集します

6広報みなみそうま10月号
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1月20日㈪～24日㈮

information
ライブラリーシアター

入場
無料

10月の
おはなし会 おはなし会

と　き　毎週土曜
　　　　11時～11時30分
ところ　子ども図書館
　　　　おはなしの蔵
対　象　３歳～小学生向け

上映会場　市民情報交流センター２階
　　　　　マルチメディアホール
上　　映　13時30分～15時32分（開場13時～）

10月９日㈯『ゴールデン・リバー』
（2018年 フランス・スペイン・ルーマニア・　　
　　　　　　ベルギー・アメリカ合作 122分）

　1851年、ゴールドラッシュに沸き立つアメリ
カ・オレゴン州に殺し屋の兄弟がいました。彼
らは一帯を仕切る提督から依頼を受け、連絡係
の男と共に、黄金を探す化学式を発見した科学
者を追いかけます。その後、黄金に魅せられた４
人が立場を超えて手を組むことになるのですが
…。それぞれの思惑と欲望が交錯する展開に目
が離せない作品です。
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か
た

茨
城
市
）
に
上
陸
以
降
、
本
格

化
し
ま
す
。
新
政
府
軍
は
北
上

し
、泉
・
湯
長
谷
・
平
の
各
藩（
現

在
の
い
わ
き
市
）
を
次
々
に
陥

落
さ
せ
ま
し
た
。
中
村
藩
は
仙

台
藩
の
要
請
を
受
け
て
、
藩
領

の
南
部
で 
熾  
烈 
な
戦
い
を
繰
り

し 
れ
つ

広
げ
ま
す
が
、
8
月
4
日
に
新

政
府
軍
に
降
伏
し
ま
し
た
。

降
伏
後
、
中
村
藩
は
、
今
度

は
新
政
府
軍
と
し
て
仙
台
藩
と

駒
ケ
嶺
（
現
在
の
新
地
町
）
や

 
旗  
巻 
峠
（
現
在
の
宮
城
県
丸
森

は
た 
ま
き

町
）で
戦
い
、
地
理
に
不
慣
れ
な

新
政
府
軍
を
先
導
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
降
伏
前
と
後

で
、
中
村
藩
は
立
場
を
逆
に
し

て
戦
っ
た
の
で
す
。

「
中
村
藩
帰
順
事
情
写
」の
中

で
、
中
村
藩
は
新
政
府
軍
へ
の

降
伏
に
際
し
、「
隣
国
大
藩
」
に

迫
ら
れ
て
や
む
を
得
ず
奥
羽
越

列
藩
同
盟
軍
に
属
し
た
こ
と
を

釈
明
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
仙
台
藩
主
伊
達 
慶  
邦 

よ
し 
く
に

が
会
津
藩
主
松
平 
喜  
徳 
に
対
し

の
ぶ 
の
り

て
援
軍
を
要
請

し
た
8
月
8
日

付
の
書
状
に
は

「
相
馬
変
心
」

と
記
さ
れ
、
中

村
藩
が
同
盟
軍

を
裏
切
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い

ま
す
。

中
村
藩
と
仙

台
藩
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
や
立
場

の
違
い
に
よ
っ
て「
中
村
藩
の
降

伏
」
と
い
う
事
実
は
大
き
く
異

な
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
元
年
（
1
8
6
8
、
慶

応
4
年
9
月
に
改
元
）　

月
、

10

中
村
藩
は
新
政
府
軍
と
し
て

戦
っ
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
領
地
（
標

葉
郡
・ 
行  
方 
郡
・
宇
多
郡
の
一

な
め 
か
た

部
）
を
治
め
る
こ
と
を
新
政
府

か
ら
保
証
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
と
い
う
新
し

い
時
代
に
向
け
て
中
村
藩
は
歩

み
始
め
ま
す
。

▲中村藩が新政府軍に降伏した経緯や事情
　などが記された「中村藩帰順事情写」
　（佐藤重郎氏所蔵）
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　全国の大学教授や研究者でつくる福島長期復興
政策研究会が、原発事故から10年が経過した本
市の現状や課題などの聞き取り調査を行いました。

福島長期復興政策研究会〈８月18日〉

市町村対抗福島県軟式野球大会の市選手団
壮行会〈９月２日〉※９月５日初戦突破

　６月にオープンした
外国人活躍支援セン
ター（愛称SAKURA）で
８月22日、外国人の
皆さんが親睦を深める
SAKURAまつりが開催
されました。

　６月にオープンした
外国人活躍支援セン
ター（愛称SAKURA）で
８月22日、外国人の
皆さんが親睦を深める
SAKURAまつりが開催
されました。

　６月にオープンした
外国人活躍支援セン
ター（愛称SAKURA）で
８月22日、外国人の
皆さんが親睦を深める
SAKURAまつりが開催
されました。

ＳＡＫＵＲＡまつりＳＡＫＵＲＡまつりＳＡＫＵＲＡまつり

ご自身やご家族が写っている写真は、
希望があれば差し上げます。
秘書課☎㉔５２１６

　小高区小屋木地区でワイン用ブドウを栽培
し、初の市産ワインを完成させた株式会社コヤ
ギファームの代表取締役・三本松貴志さんは、
完成を門馬市長に報告しました。

初の市産ワイン完成報告〈８月26日〉

朝倉悠三  震災絵日記展〈９月３日～10月３日〉博物館

サ  　　ク　　  ラサ  　　ク　　  ラサ  　　ク　　  ラ

自己紹介する参加者自己紹介する参加者自己紹介する参加者 アズキ運びゲーム大会アズキ運びゲーム大会アズキ運びゲーム大会
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マイナンバーカード出張申請サポート
〈９月12日〉鹿島区町３区集会所第１５回「少年の主張」市大会表彰式〈９月10日〉

　６月にオープンした
外国人活躍支援セン
ター（愛称SAKURA）で
８月22日、外国人の
皆さんが親睦を深める
SAKURAまつりが開催
されました。

ＳＡＫＵＲＡまつり

　「みなみそうま未来えがき大使」の任命式を行
い、ＶＲアーティスト・せきぐちあいみさんを大
使に任命しました。市のロボットに関連する施策
の情報発信などにご協力いただく予定です。

　原町区の有限会社高ライスセンターは県農業賞
で最高賞の農林水産大臣賞を受賞し、市長に受賞
を報告しました。

みなみそうま未来えがき大使任命式〈８月30日〉
　秋田県大館市から贈られた秋田犬の「大馬」君を
取り上げた市内の小学生の作文など、大馬君に関
連する資料を集めたコーナーが11月末まで、市役
所と各区役所を巡回中です。

小高のヒーロー大馬君の巡回展示

高ライスセンターが県農業賞受賞報告〈９月３日〉　株式会社オマツリジャパンと株式会社カヤック
が開発した相馬野馬追モチーフのＴシャツが完成
し、門馬市長に表敬訪問しました。売り上げの一
部は相馬野馬追執行委員会に寄付されます。

相馬野馬追をモチーフにしたＴシャツの寄贈
〈９月３日〉

サ  　　ク　　  ラ

自己紹介する参加者 アズキ運びゲーム大会
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秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　

市
で
は
、地
域
の
清
掃
活
動「
秋

の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

企
業
の
皆
さ
ま
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
㈰

10

24

※
警
報
を
伴
う
荒
天
な
ど
の
場
合

は　

月
７
日
㈰
に
延
期

11

と
こ
ろ

　

市
内
の
道
路
や
河
川
敷
、
公
園

広
場
な
ど

収
集
対
象

　

缶
、
瓶
、
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
ご
み

実
施
方
法

毅
清
掃
活
動
は
８
時　

分
ま
で
に

30

終
了
し
て
く
だ
さ
い
。

毅
収
集
し
た
ご
み
は
可
燃
物
と
不

燃
物
に
分
け
、
ク
リ
ー
ン
デ
ー

用
収
集
袋
に
入
れ
て
指
定
の
集

積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

集
積
場
所
は
隣
組
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

毅
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
人
と
の
間
隔
を

十
分
に
空
け
な
が
ら
清
掃
活
動

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

毅
ご
参
加
い
た
だ
け
る
企
業
の
皆

さ
ま
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

生
活
環
境
課 

☎
㉔
５
２
３
１

　

小
高
区
市
民
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
㊹
６
７
１
３

　

鹿
島
区
市
民
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
㊻
２
１
１
２

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

原
町
・
小
高
区
の

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換

　

市
で
は
、
原
町
区
と
小
高
区
の

水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
計
量
法

に
基
づ
き
８
年
間
の
有
効
期
間
満

了
が
近
づ
い
て
い
る
も
の
を
交
換

し
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、

通
知
を
発
送
し
ま
す
。

　

立
ち
会
う
必
要
は
な
く
、
不
在

時
も
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

駐
車
し
た
り
物
を
置
い
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

交
換
期
間　
　

月
～　

月

10

12

問
合
せ　

水
道
課
☎
㉔
５
２
７
１

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間

　

県
で
は
、　

月
を
不
正
軽
油
撲

10

滅
強
化
月
間
と
定
め
、
不
正
軽
油

の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

脱
税
目
的
で
軽
油
に
灯
油
や
重

油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ

る
燃
料
「
不
正
軽
油
」
が
、
正
常

な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
・
使
用
さ

れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
は
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

県
税
務
課

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
０
５

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

公
証
週
間

　
　

月
１
日
～
７
日
㈭
は
、
日
本

10
公
証
人
連
合
会
と
法
務
省
が
定
め

る
公
証
週
間
で
す
。

　

遺
産
相
続
や
金
銭
・
不
動
産
賃

貸
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
遺
言

や
取
り
決
め
を
公
正
証
書
で
作
成

す
る
こ
と
で
、
争
い
や
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
を
防
止
し
、
権
利
や
財
産
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
第
１
月
曜
に
市
役
所
で
も

無
料
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
開
設
日
は
、
広
報　

日
号
の

15

カ
レ
ン
ダ
ー
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

予
約
先
・
問
合
せ

　

相
馬
公
証
役
場
☎
㊱
１
０
０
８

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

　

月
１
日
は

10浄
化
槽
の
日

　
　

月
１
日
は
、
浄
化
槽
の
普
及

10
促
進
と
生
活
環
境
の
保
全
な
ど
を

目
的
と
し
た
「
浄
化
槽
の
日
」
で

す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り

便
槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
の
生

活
雑
排
水
は
、
未
処
理
の
ま
ま
公

共
用
水
域
へ
流
れ
て
い
ま
す
。水
環

境
保
全
の
た
め
に
、
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
の
転
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
定
期
的

に
行
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
排
水
の
適

正
な
処
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

下
水
道
課

 

☎
㉔
５
２
７
３

建
設
業
退
職
金

共
済
制
度

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建

退
共
制
度
）
は
、
国
が
運
営
す
る
、

建
設
業
界
で
働
く
方
の
た
め
の
退

職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
が
、
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
を
負
担
し
、
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
時
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
仕
組

み
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
制
度
を

利
用
す
る
労
働
者
が
建
設
業
界
を

退
職
す
る
時
は
、
退
職
金
を
忘
れ

ず
に
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
建
退
共
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

建
退
共
福
島
支
部

　

☎
０
２
４（
５
２
３
）１
６
１
８

お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
行
事
が
中

止
・
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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問合せ　社会福祉課☎㉔５２４１
協　力　手話サークル耳通口

みみずく

特
定
疾
患
患
者
見
舞
金

の
支
給

　

市
で
は
、
特
定
疾
患
患
者
の
方

へ
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
申
請
し
た
方
に

は
、
９
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
発

送
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

支
給
対
象
者

毅
支
給
要
件
判
定
基
準
日

　
　

月
１
日

10
毅
住
所
要
件

　

基
準
日
に
市
の
住
民
票
を
有
し

て
い
る
こ
と

毅
受
給
者
証
要
件

　

基
準
日
時
点
で
有
効
な
指
定
難

病
医
療
費
受
給
者
証
、
も
し
く
は

県
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給

者
証
を
有
し
て
い
る
こ
と

※
対
象
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、

生
計
を
同
一
に
す
る
保
護
者
が

支
給
対
象
者
で
す
。

支
給
額　

２
万
円

申
請
期
間

　
　

月
１
日
～　

月　

日
㈮

10

11

26

持
ち
物

毅
受
給
者
証
（
指
定
難
病
医
療
費

受
給
者
証
の
場
合
は
、
令
和
２

年　

月　

日
が
有
効
期
限
の
受

12

31

給
者
証
）
の
写
し

※
令
和
3
年
度
に
限
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
い
有
効
期
限
が
1
年

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

毅
対
象
者
の
預
金
通
帳
（
口
座
番

号
と
カ
ナ
名
義
が
分
か
る
ペ
ー

ジ
）
の
写
し

毅
対
象
者
が
未
成
年
の
場
合
、
保

護
者
の
身
分
証
明
書
と
通
帳
の

写
し

申
請
書
配
布
先
・
申
請
先
・

問
合
せ

　

健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

 

☎
㉔
５
２
４
３

　

小
高
区
市
民
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
㊹
６
７
１
１

　

鹿
島
区
市
民
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
㊻
２
１
１
２

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

家
族
介
護
者
交
流
会

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
に
関
す
る
悩
み
を
共
有

す
る
な
ど
の
場
と
し
て
、
家
族
介

護
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

①　

月　

日
㈯　

時　

分
～

10

23

13

30

　

山
本
接
骨
院
（
原
町
区
本
町
）

②　

月　

日
㈭　

時
～

10

28

10

　

小
高
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
な
ど

定　

員

①　

人
、
②　

人

12

20

　
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

申
込
期
間

①　

月
1
日
～　

日
㈮

10

22

②　

月
1
日
～　

日
㈬

10

27

申
込
先
・
問
合
せ

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
原
町
東
地
域
） ☎
㉔
３
３
９
０

②
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
小
高
地
域
） 

☎
㊹
１
７
０
０

葛10月17日㈰、31日㈰9時～

ディスクゴルフ教室
ところ　市馬事公苑
参加費　１回300円（保険料など）
定　員　20人（先着順）
申込期限　開催日の1週間前まで
問合せ　市ディスクゴルフ協会事務局
　　　　☎ ０ ９ ０（２ ７ ９ ８）６ ２ ０ ０

葛10月１日～29日㈮

司法書士による電話での
成年後見相談
問合せ　県司法書士会
　　　　☎ ０ １ ２ ０（８ １）５ ５ ３ ９ 

葛10月24日㈰15時～

奈良ゆみソプラノコンサート
ところ　ホテル丸屋グランデ
参加費　2,000円（大学生以下無料）
問合せ　テデスコ企画
　　　　☎ ０ ９ ０（６ １ ６ ２）８ ０ ３ ６
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緊
急
通
報
機
器
の
貸
与

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
な
ど
が
急
病
に
か
か
っ
た

り
、
災
害
に
遭
っ
た
り
し
た
な
ど

の
緊
急
時
に
、
簡
単
な
操
作
で
す

ぐ
通
報
で
き
る
緊
急
通
報
機
器
を

貸
与
し
ま
す
。

　

通
報
す
る
と
、
民
間
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
事
前
に
登
録

し
て
い
た
協
力
員
や
消
防
署
な
ど

に
つ
な
が
る
仕
組
み
で
す
。ま
た
、

２
週
間
に
１
回
程
度
、
電
話
で
安

否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

方毅
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
１
人
暮

65

ら
し
の
方

毅
世
帯
員
が
全
員
高
齢
者
の
世
帯

で
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
対
応
が
必
要
な
方

※
貸
与
す
る
際
は
、
緊
急
時
に
駆

け
付
け
ら
れ
る
親
族
や
友
人
な

ど
、
３
人
の
協
力
員
の
登
録
が

必
要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
事

情
の
あ
る
方
に
限
り
、
未
登
録

で
の
利
用
も
認
め
ま
す
。

使
用
料

　

機
器
に
よ
り
月
額
数
百
円
～

１
、
２
０
０
円
程
度

申
請
方
法

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
は
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
代

行
申
請

問
合
せ　

長
寿
福
祉
課

 

☎
㉔
５
２
３
９

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

肢
体
不
自
由
者

巡
回
相
談
会

　

県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
肢
体
不
自
由
者
を
対

象
に
巡
回
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

義
肢
や
装
具
な
ど
補
装
具
の
交

付
・
修
理
に
関
す
る
相
談
を
希
望

す
る
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
㈪

11

29

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

14

15

30

と
こ
ろ

　

万
葉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　
　

月　

日
㈪

11

15

申
込
先
・
問
合
せ

　

社
会
福
祉
課
☎
㉔
5
2
4
1

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

家
族
介
護
教
室

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
に
関
す
る
家
族
介
護

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
㈫ 

10

26

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時

13

30

15

と
こ
ろ

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　

師

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

オ
リ
ー
ブ
の
家

　

管
理
者　

菊
池　

鉄
弥
氏

定　

員　
　

人
（
先
着
順
）

20

申
込
期
間

　
 　

月
1
日
～　

日
㈪

10

25

申
込
先
・
問
合
せ

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
小
高
地
域
）
☎
㊹
1
7
0
0 

厚
生
労
働
省

福
島
労
働
局
委
託
事
業

福
島
雇
用
促
進
支
援
事
業

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
講
座

　

人
と
の
関
わ
り
方
や
、
相
手
と

信
頼
関
係
を
築
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
を
学
び
ま
す
。

　

自
分
の
強
み
・
持
ち
味
を
知
り
、

相
手
に
届
く
伝
え
方
を
身
に
付
け

て
就
職
活
動
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と　

き

①　

月
2
日
㈫　

時
～　

時　

分

11

14

16

30

②　

月　

日
㈬　

時
～　

時　

分

11

17

13

16

30

③　

月　

日
㈮　

時
～　

時　

分

12

10

14

16

30

④　

月　

日
㈫　

時
～　

時　

分

12

21

13

16

30

と
こ
ろ　

会
場
、
オ
ン
ラ
イ
ン

定　

員　

各　

人
程
度
（
選
考
）

20

申
込
期
限

①　

月　

日
㈪
②　

月　

日
㈬

10

25

11

10

③　

月
1
日
㈬
④　

月　

日
㈪

12

12

13

問
合
せ

　

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
南
相
馬
窓
口（
商
工
労
政
課
内
）

 

☎
㉖
7
6
9
0

葛11月１日㈪10時～正午

羊毛で作る冬のアレンジ教室
ところ　浮舟文化会館
参加費　1,500円
定　員　10人（先着順）
申込期間　10月11日㈪～20日㈬
問合せ　浮舟文化会館☎㊹３０４９

葛11月11日㈭10時～正午

和菓子風練り切り 石  鹸 作り
せっ けん

ところ　石神生涯学習センター
参加費　1,000円（材料代）
定　員　12人（先着順）
申込期間　10月11日㈪～11月４日㈭
問合せ　石神生涯学習センター☎㉒３４２１

葛11月26日㈮10時～正午

 美  味 しいコーヒーの 淹 れ方講座
お い い

ところ　原町生涯学習センター
参加費　700円（材料代）
定　員　８人（先着順）
申込期間　10月11日㈪～11月５日㈮
問合せ　原町生涯学習センター☎㉔５３２２
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市
人
権
尊
重

ま
ち
づ
く
り

検
討
委
員
会
委
員

　

市
で
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
人
権
教
育
・

啓
発
な
ど
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
検
討
を
行
う
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

次
の
全
て
を
満
た
す
方

毅
4
月
1
日
時
点
で　

歳
以
上
の

18

市
民
の
方

毅
市
議
会
議
員
、
も
し
く
は
市
の

職
員
で
な
い
方

毅
平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

任　

期

　

令
和
5
年
3
月　

日
㈮

31

報　

酬

　

謝
礼
1
回
3
、
0
0
0
円
、
旅

費募
集
人
数　

2
人
（
選
考
）

応
募
方
法

　

窓
口
、
郵
送
、
メ
ー
ル

応
募
書
類
配
布
先

　

市
民
課
、
各
区
役
所
市
民
総
合

サ
ー
ビ
ス
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
期
間

　
　

月
1
日
～　

日
㈮
（
必
着
）

10

15

応
募
先
・
問
合
せ

　

市
民
課
☎
㉔
5
2
3
5

　

死shim
in@
city.

m
inam

isom
a.lg.jp

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

市
で
は
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し

め
る
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
　

月
は
室
内
ペ
タ
ン
ク
で
す
。

10
目
標
物
に
金
属
製
の
ボ
ー
ル
を
投

げ
合
い
、
相
手
よ
り
目
標
物
に
近

づ
け
る
こ
と
で
得
点
を
競
う
ゲ
ー

ム
で
す
。

と　

き　
　

月　

日
㈬

10

20

　
　
　
　

９
時　

分
～　

時　

分

30

11

30

と
こ
ろ　

小
高
体
育
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　
　

人
程
度（
先
着
順
）

40

参
加
方
法　

会
場
に
直
接
集
合

準
備
物　

室
内
用
運
動
靴

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

 

☎
㊻
２
１
２
４

高額介護サービス費の基準の一部変更
　高額介護（予防）サービス費とは、１カ月に
支払った介護サービスの自己負担の合計額が
上限額を超えた時に、超えた分が払い戻される
制度です。
　支給を受けるためには、申請が必要です。市

が送付する介護保険高額介護（予防）サービス
費支給申請書に、通帳の写しを添えて窓口もし
くは郵送で提出してください。
問合せ　長寿福祉課☎㉔５３３４

高額介護（予防）サービス費の負担上限額の基準（８月から変更）

負担上限額
対　　　　　象

変更後変更前

140,100円（世帯）
（新設）

①課税所得が690万円以上の65歳以上の方がい
　る世帯

  93,000円（世帯）
（新設）

②課税所得が380万円以上690万円未満の65歳
　以上の方がいる世帯

これまでどおり

44,400円（世帯）課税所得が380万円未満の方（①、②に該当しな
い方）

24,600円（世帯）世帯の全員が非課税の方

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

前年の合計所得金額と公的年金等収
入額の合計が年間80万円以下の方

15,000円（世帯）生活保護を受給している方など
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南相馬市博物館
申込先・問合せ  ☎㉓６４２１

ご案内

ケン カツ

　 康　動！教室
はじめよう♪

◆企画展
「中村藩と近代のはじまり」
　令和３年は廃藩置県が実施されてから150年
を迎えます。市博物館では、幕末から廃藩置県
までに焦点を当てて、明治という新しい時代を
迎えた中村藩を紹介する企画展を開催します。
と　き　11月３日㈷～令和４年１月23日㈰
※企画展開催中の入館料は一般400円

◆講演
「中村藩と近代のはじまり」
　企画展「中村藩と近代のはじまり」の関連イ
ベントとして、幕末から廃藩置県までの中村藩
について、展示資料を交えて解説します。
と　き　12月11日㈯13時30分～15時
ところ　博物館
定　員　30人（先着順）
申込開始日　11月13日㈯９時

◆古文書をよむ
「鎌倉時代の相馬氏④
  ～所領をめぐる一族の争い～」
　鎌倉時代の相馬氏について、新発見の資料と
ともに、幕府の政治史を絡めて考察します。
と　き　11月20日㈯13時30分～15時30分
ところ　博物館
定　員　30人
受付開始日　10月23日㈯９時

◆体験学習
「冬の野鳥を観察しよう」
　小高区村上周辺の海鳥や渡り鳥を観察します。
と　き　12月４日㈯９時30分～正午
ところ　小高区役所集合
定　員　15人
持参物　お持ちの方は双眼鏡と野鳥図鑑
受付開始日　11月６日㈯９時

◆無料観覧日のおしらせ
　東北文化の日を記念して無料観覧を実施し
ます。
と　き　11月３日㈷９時～16時45分
　　　　※最終入館は16時

▲富田高慶宛相馬秊胤書簡（市博物館蔵）

相馬野馬追
振興秋季競馬大会

　相馬野馬追執行委員会では、秋季競馬大会を
開催します。迫力あるレースや馬の触れ合い体
験が行われます。
　当日は、交通規制を行います。車でお越しの
際は、会場内の特設駐車場をご利用ください。
と　き　10月17日㈰９時開会、10時発走
　　　　※雨天時は10月24日㈰に延期
ところ　雲雀ケ原祭場地
問合せ　相馬野馬追執行委員会事務局
　　　　（観光交流課内）☎㉒３０６４

ＮＨＫデータ
放送による
市政情報発信

　市では、ＮＨＫ総合テレビのデータ放
送を活用した市政情報のお知らせを開
始しました。
　デジタルテレビのリモコンのｄボタ
ンを押した後「防災・生活情報」を選択
してご覧ください。
　テレビの設定などによって閲覧でき
ない場合があります。
問合せ　秘書課☎㉔５２１６
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ケン カツ

　 康　動！教室
はじめよう♪

ざっくり
和解事例

和解事例紹介46

【入 居 日】11月１日㈪　　　
【募集期限】10月14日㈭（必着）
【入 居 日】11月１日㈪　　　
【募集期限】10月14日㈭（必着）
【入 居 日】11月１日㈪　　　
【募集期限】10月14日㈭（必着）

入居者募集市営
住宅

間 間取り  築 築年数  駐 駐車場  賃 家賃月額

一 般 世 帯 の 住 宅

原町区 国見町団地２号棟408号室（４階）
間 3K 築 37年 駐 有 賃 14,800円～29,100円

原町区 国見町団地３号棟301号室（３階）
間 3K 築 38年 駐 有 賃 14,600円～28,700円

原町区 東町団地201号室（２階）
間 3K 築 45年 駐 無 賃 10,700円～21,000円

小高区 万ヶ廹団地８号棟１号室（１・２階）
間 3DK 築 14年 駐 有 賃 16,500円～32,500円

鹿島区 定住促進住宅１号棟405号室（４階）
間 3DK 築 29年 駐 有 賃 9,800円～19,300円

小高区 紅梅団地Ｂ−２−２号室（１・２階）
間 3DK 築 19年 駐 有 賃 32,800円～44,300円

原町区 北長野団地５号棟102号室（１階）
間 3DK 築 24年 駐 有 賃 15,600円～30,700円

原町区 大町東団地505号室（５階）
間 3DK 築 ７年 駐 有 賃 21,300円～41,900円

原町区 大町西団地205号室（２階）
間 2DK 築 ７年 駐 有 賃 18,000円～35,400円

鹿島区 西町団地４−202号室（２・３階）
間 4DK 築 ７年 駐 有 賃 23,200円～45,500円

毅災害公営住宅は、東日本大震災により家屋が「り
災」した方以外も申し込みできますが、申込多数
の場合は「り災」した方が優先です。東日本大震
災特別家賃低減事業によって家賃は減額される場
合があります。
毅災害公営住宅、万ヶ廹団地、紅梅団地、前田団地、
優先世帯の住宅以外の住宅は、浴槽・風呂釜があ
りません。
毅申込多数の場合は、抽選を行います。
毅優先世帯についてはお問い合わせください。

申込先・問合せ　建築住宅課緯㉔５２５３

高
齢
で
認
知
能
力
の

衰
え
た
申
立
人
の

慰
謝
料
増
額

 
№
2
4
2

　

原
町
区
か
ら
避
難
し
た
高
齢

で
認
知
能
力
の
衰
え
た
申
立
人

に
つ
い
て
、日
常
生
活
阻
害
慰
謝

料
の
定
額（
月　

万
円
）に　

万

10

10

円
が
増
額
さ
れ
計
1
8
0
万
円

が
追
加
賠
償
さ
れ
ま
し
た
。

 
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

　

避
難
生
活
に
基
づ
く
精
神
的

損
害
賠
償
は
、
避
難
指
示
の
区

分
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
期
間
に

応
じ
て
定
額
の
月　

万
円
が
賠

10

償
さ
れ
ま
す
。
こ
の
他
、
避
難

時
に
身
体
・
精
神
・
知
的
障
害

が
あ
っ
た
場
合
は
月
1
～
2
万

円
が
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
本

件
の
増
額
分
は
、
類
似
事
例
の

中
で
も
か
な
り
高
額
の
部
類
に

入
り
ま
す
。

問
合
せ　

被
災
者
支
援
課

 

緯
㉔
5
3
3
7

災 害 公 営 住 宅

▲大町東団地

定 住 促 進 住 宅

優先（寡婦・老人等）世帯の住宅

中堅所得者向け住宅
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指定管理者募集
　市では、公の施設を管理する指定管理者を募
集します。応募を予定している団体は、現地説
明会に必ずご参加ください。各施設の応募資格
など詳細については、各担当課窓口で配布する

募集要項または市ホームページをご覧くださ
い。
募集要項配布期間　10月１日～29日㈮
申請期限　10月29日㈮17時

更新募集する施設

お寺 de 茶禅交流会
　市では、若い世代同士の交流を目的に、禅と
お茶の体験を楽しむ茶禅交流会を開催します。
と　き　11月７日㈰13時30分～15時40分
ところ　千相院（原町区深野）
対　象　20～30代独身の方で相双地区に在住・

在勤の方、もしくは移住を希望する方
当日の内容（予定）
　島村哲哉住職による法話、坐禅体験、呈茶、

茶道体験、鳴り物体験、院内散策
参加費　500円（お茶菓子代など）
定　員　男女各５人程度（申込者多数の場合は

市内在住者を優先して抽選）
申込方法　窓口、市ホームページ
申込期間　10月20日㈬
申込先・問合せ　こども家庭課☎㉔５２１５

担　当　課現地説明会指定期間施　　　設

商工労政課
☎㉔５３３５

10月15日㈮13時30分～
市産業創造センター

令和４年４月１日㈮から
令和９年３月31日㈬まで

の５年間

市産業創造センター

観光交流課
☎㉔５２６３

10月13日㈬10時～
市役所北庁舎２階

道の駅南相馬・市サービス
エリア利活用拠点施設

長寿福祉課
☎㉔５２３９

10月18日㈪９時～
市役所東庁舎２階市健康福祉センター

小高区地域振興課
☎㊹６７１８

10月15日㈮10時～
小高区商業施設

令和４年４月１日㈮から
令和６年３月31日㈰まで

の２年間
小 高 区 商 業 施 設

小高区市民総合
サービス課
☎㊹６７１１

10月14日㈭15時～
小高区役所２階

令和４年４月１日㈮から
令和９年３月31日㈬まで

の５年間

小高老人福祉センター

鹿島区地域振興課
☎㊻２１１０

10月15日㈮９時～
かしま交流センターかしま交流センター

生活環境課
☎㉔００６３

10月15日㈮10時～
原町斎場原 町 斎 場

スポーツ推進課
☎㊻２１２４

10月13日㈬15時～
南相馬屋内市民プール

令和４年４月１日㈮から
１年間南相馬屋内市民プール
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鹿
島
駅

小
高
駅

原
ノ
町
駅

0.082

北海老
農村公園

0.070

みちのく
鹿島球場

0.057

大内
公会堂

0.068

金沢
公会堂

0.077

上渋佐
公会堂

0.083

雫集落
センター

0.073

鶴谷生活
改善センター

0.182

片倉
公会堂

金谷
公会堂

羽倉
公会堂
0.093

－

川房
公会堂
0.212 神山

公会堂
0.151 下浦

公会堂
0.086

女場
公会堂
0.085

大井会場

0.082小高
区役所
0.052

片草集落
センター
0.115

飯崎
公会堂
0.146

0.133

高倉
公会堂

0.107

陣ケ崎
公園墓地

0.091

南相馬
市役所

0.178

馬場
公会堂

0.158
市博物館

0.254
石神公園

0.190

大原
公会堂 0.109

深野
公会堂

0.070

高松
ホーム

0.107

永渡
公会堂

0.080

上栃窪
農村公園

0.112

鹿島公民館
橲原分館

0.112

岡和田
公会堂

－

鹿　島
区役所

0.073

上寺内
公民館

0.105

小山田
消防屯所

問合せ 　秘書課☎㉔５４１２

●転入 143人
●転出 133人
●出生  23人
●死亡  72人

８月中の動き令和３年９月１日現在（前月からの増減数）

　令和２年国勢調査時の人口を基に毎月の転入・転出・出
生・死亡届出の人数を加減して得た数値です。

人口
男
女

58 ,292  人 （－39人）
30 ,688  人 （－14人）
27 ,604  人 （－25人）
26 ,438世帯（＋25世帯）

南相馬市南相馬市の人口人口南相馬市の人口

南相馬市の人口

問合せ 鹿島区／相馬地方広域水道企業団緯営 １ ０ ２ ０
　　　 小高区・原町区／水道課 緯鰻 ３ ５ ４ ７

※「不検出」とは検出限界値未満を示します。検出限界値は
　おおむね1Bq/kgです。

（単位：Bq/kg)

水道水のモニタリング結果

環境放射線モニタリング結果 大気浮遊じんモニタリング結果
問合せ 生活環境課緯厩５２３１

　ちりやほこりに付着した放射性物質の飛散状況を
調べるため、市内10地点で収集した大気１弱あたり
の放射性物質の濃度を測定しました。

※市内約260カ所の測定結果が原子力規制委員会ホームページ
　で公開されています。
※金谷公会堂、鹿島区役所は機器の調整のため、一時停止しています。

問合せ 生活環境課緯厩５２３１
市内の空間放射線量率を掲載しています。
※測定日時は９月10日正午、単位はμSv/h、地上１ｍ地点で測定

検　　査　　日
対　　象　　施　　設

８月27日８月30日９月１日

不　

検　

出

不　

検　

出

不　

検　

出

第 2 浄 水 場
小高区 小 高 北 部 浄 水 場

小 高 西 部 浄 水 場
牛 越 浄 水 場

原町区 大 谷 浄 水 場
矢 川 原 浄 水 場
大 野 台 浄 水 場

鹿島区
鹿 島 第 2水 源 地

※「不検出」とは検出限界値未満を示します。検出限
　界値はおおむね0.02～0.03ｍBq/弱です。

毅 毅
渡邉正己京都大学名誉教授  　　
（市放射線健康対策委員会委員長）による解説

　南相馬市の放射性セシウム濃度は、異常値を観測す
ることなく、平均値が0.064mBq/逢と低い値で推移して
いますので健康への影響について心配はいりません。
　それにしてもこの10年間は、原発事故に加え、変異の
激しい新型コロナウイルス禍がおこり、人々は不安な毎
日を過ごしています。安全で住みやすい国をどのように
実現するか、今、私たち一人一人が原発事故と新型コロ
ナウイルス禍のこれまでの経験を生かし、しっかりと考え
ていく必要があると思います。

放射能濃度（mBq/弱）
セシウム測　定　地　点

８/11〜８/18８/17〜８/25
不 検 出不 検 出134川 房 公 会 堂

（川　房）小　

高　

区

0.0500 .2 4137
不 検 出不 検 出134金 房 小 学 校

（飯　崎） 不 検 出0.079137
不 検 出不 検 出134塚 原 公 会 堂

（塚　原） 不 検 出0.040137
不 検 出不 検 出134鹿 島 区 役 所

（西　町）鹿 
島 
区

不 検 出0.030137
不 検 出不 検 出134鹿島区3−3消防屯所

（南海老） 不 検 出0.021137
不 検 出不 検 出134横 川 ダ ム

（馬　場）

原　
　

町　
　

区

0.0610 .4 0137
不 検 出不 検 出134原町保健センター

（小川町） 不 検 出0.046137
不 検 出不 検 出134高平生涯学習センター

（下高平） 不 検 出0.033137
不 検 出不 検 出134市 立 総 合 病 院

（高見町） 不 検 出0.052137
不 検 出不 検 出134大 原 公 会 堂

（大　原） 不 検 出0.080137
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スーパーセットフォーム（手前）と従来製品

しも  こう  べ       ひで ゆき
品質管理兼技術開発担当

下河邉   秀行さん

開
し
て
い
ま
す
。

■
製
品
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

　

同
社
の
製
品
は
道
路
や
下
水
道

な
ど
、
生
活
の
基
盤
と
し
て
至
る

所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
日

常
生
活
や
景
観
を
支
え
る
製
品
づ

く
り
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

と
下
河
邉
行
髙
代
表
取
締
役
。長

男
・
秀
行
さ
ん
と
と
も
に
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製
品

を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
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で
き

る
よ
う
、
こ
れ
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し
続

け
ま
す
」と
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気
込
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で
い
ま
す
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術
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マチイロ（電子版広報紙）

市公式ツイッター 市公式フェイスブック

みなみそうまチャンネル

撮影場所　市博物館（原町区）

地上
D11ch
問合せ
☎㉖５６６３

表紙の写真表紙の写真表紙の写真

　【答え】プラスチック粘土で作
る化石のレプリカでした。市博
物館の体験学習を撮影しました。

株式会社ダイイチ南相馬事業所

住　所　鹿島区小池字善徳241－1
問合せ　☎㉖８５３８

コンクリート二次製品製造業
vol.
40

　市では、東日本大震災の発生以降、ボランティ
ア活動などでご支援いただいた皆さんに感謝の気
持ちを伝える「復旧・復興支援感謝の集い」を開
催します。
　感謝の集いには、市民の皆さんにもご参加いた
だけます。支援団体の皆さんの温かな支援に感謝
を伝えるとともに、震災をきっかけに結ばれた大
切な絆を未来へつなげるため、ぜひご参加くださ
い。
　当日は支援団体などの皆さんに感謝状を贈呈す
る他、災害が発生して間もない頃から本市のため
にご尽力いただいた自衛隊の音楽隊によるコン
サートを開催します。会場内には、震災当時の様
子や復興に向けた本市の歩みなどに関する展示を
行う予定です。
　なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況な
どによって延期する場合があります。

と　き　11月３日㈬13時30分～16時
ところ　ゆめはっと
定　員　180人(先着順、１人２枚まで)
入場整理券配布期間　10月25日㈪～
入場整理券配布先
　市民課総合案内、小高区と鹿島区の市民総合サー
ビス課窓口
問合せ　秘書課☎㉔５２２１

し
も
こ
う 

べ 

ゆ
き
た
か

陸上自衛隊第６音楽隊陸上自衛隊第６音楽隊陸上自衛隊第６音楽隊
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